




感染拡大防止チェックシート等の現状

 国と自治体が、それぞれで認定または宣言文の提供等をしており、利用
者にわかりにくい。
 国

• 業種別ガイド

• 新型コロナウイルス感染防止対策取組店（厚生労働省）

– 全国の飲食や宿泊施設、公衆浴場など１６の業種で、組合や専門家のチェックを基に証明書を
交付（オープンデータも検討）

 自治体

• 取組宣言等

– 審査を実施

– 自己申告で登録、オープンデータ

– 申告無しで印刷

– 業界で認定
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• わかりやすい情報提供ができる環境を整備することが重要
• 効率的に集めることと信頼性を確保の両立が重要
• 複数情報源の中で維持運用しやすいエコな仕組みが重要

オープンデータとオープンソースによる面での取り組みが必要
（データの標準化と登録・公開システム）

ステッカー、宣言書等掲示物 通知申告等

東京 感染防止徹底宣言 QR 自己申告（オープンデータ）

神奈川感染防止対策取組書 QR 自己申告（オープンデータ）

埼玉 彩の国「新しい生活様式」安心宣言 QR 登録なし自主掲示（業種別認定あり）

千葉 感染防止対策チェックリスト 登録なし自主掲示

茨城 いばらきアマビエちゃん QR 自己申告（公開有無を選択可能）

群馬 ストップコロナ！対策認定
商工団体が店舗の現地調査及び事前
審査

栃木 新型コロナ感染防止対策取組宣言 登録なし自主掲示（業界団体登録あり）




